
　本レポートでは、「社会からゆるぎない信頼を得ている地球貢献企業になる」を実現するために推進している代表的な横
浜ゴムグループの取り組みを中心に、ステークホルダーの皆さまに報告しています。
　中長期的な視点に立って、「青い地球と人を守る」をテーマに横浜ゴムが何をすべきかを考え、行っている活動を分かり
やすくお伝えする冊子として構成しています。年次活動報告では、ISO26000 の 7 つの中核主題の枠組みに沿って、責任
者からのレビューと国内外の取り組みを紹介しています。
　なお、組織名称、所属は 2014 年 4 月時点のものです。
　例年同様、Web 版では、GRI ガイドライン（第 3 版）アプリケーション・レベル B に相当する情報を掲載しています。

（2014 年 8 月公開予定）
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会 社 名 横浜ゴム株式会社

創 立 1917 年 10 月 13 日

資 本 金 38,909 百万円

売 上 高 601,629 百万円（連結）

決 算 期 12 月 31 日

代表取締役会長兼CEO 南雲 忠信

代 表 取 締 役 社 長 野地 彦旬

本 社 所 在 地 〒 105-8685
東京都港区新橋 5 丁目 36 番11号

従 業 員 数 19,770 人（連結）

株 主 数 13,612 人

発行済み株式総数 342,598,162 株

連結対象子会社数 121 社

持分法適用会社数 2 社

上 場 証 券 取 引 所 東京、名古屋（大阪上場廃止）

事 業 展 開 を　　　 
している国・地域

日本、米国、カナダ、オーストラリア、ドイツ、
フィリピン、ベトナム、中国、タイ、ロシアなど

U R L http://www.yrc.co. jp
※ 海外決算子会社との決算期の統一などを目的に、2011年度より決算期を3月31日から12月31日に変更しました。
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企業理念（1990年制定）

心と技術をこめた
モノづくりにより

幸せと豊かさに貢献します

社会からゆるぎない信頼を得ている地球貢献企業になる

● 技術の先端に挑戦し、新しい価値を創り出す
● 独自の領域を切り拓き、事業の広がりを追求する
● 人を大切にし、人を磨き、人が活躍する場をつくる
● 社会に対する公正さと、環境との調和を大切にする

経営方針

● 変化し続ける社会動向をつかむ  ● 貢献できる課題を見極める  ● 迅速に行動しゆるぎない信頼を得る  ● 一人ひとりがCSR当事者として行動する

CSR行動指針

● 自らを鍛え、自己ベストに挑戦する
● たがいに信頼し合い、ぶつかり合い、高め合う
● 外に向けて開かれた心を育てる

行動指針

「すごいをさりげなく」

企業スローガン

ビジョンと基本方針
創業100周年にあたる2017年度に企業価値・市場地位において、

独自の存在感を持つグローバルカンパニーを目指します

基本方針
経営方針に示された「社会に対する公正さと、環境との調和を
大切にする」を規範として、トップレベルの環境貢献企業になる

● 環境経営を持続的に改善します

● 地球温暖化防止に取り組みます

● 持続可能な循環型社会実現に貢献します

長期財務目標（2017年度）
売上高：1兆円　営業利益：1,000億円　営業利益率：10％

基本方針
良いモノを、安く、タイムリーに

トップレベルの環境貢献企業になります
高い倫理観を持ち、顧客最優先の企業風土を作り上げます

（2006年制定） （2006年制定）

CSR経営ビジョン（2008年制定）

中期経営計画グランドデザイン100（GD100） 環境GD100

基本理念

目 次

○見通しに関する注意事項
本報告書の記載内容には、現在の事実
だけでなく、将来の予測、計画、目標な
どが含まれています。これらは現時点

（2014 年 3 月）で入手できた情報に基
づく仮定ないし判断であり、不確実性
が含まれています。実際のパフォーマ
ンスは、横浜ゴムグループの事業活動
だけでなく、世界経済の動向、地球環
境の変化などに影響を受けるため、本
報告書に記載した予測、計画、目標が実
際とは異なる可能性があります。読者
の皆さまには、このことをご承知おきく
ださいますようお願い申し上げます。
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社長メッセージ

2017 年のその先へ

  7  ステークホルダーダイアログ
　　企業価値・市場地位において、
　　独自の存在感を持つ
　　グローバルカンパニーに求められること

2017 年に向けた横浜ゴムの成長戦略

10  中期経営計画 GD100

　　MB成長戦略
12  動ける喜びを「メディエア技術」でサポート

14  環境性能、経済性をさらに追求した
　　「ダントツECOベルト」の開発を目指して

15  品質へのこだわりと飛行機への情熱で
　　ナンバーワンのラバトリーを世界の空へ
　　タイヤ成長戦略
16  青い地球と人を守るタイヤをお届けしたい

18  人と社会へのやさしさを形に—
　　リサイクルを可能にした車いす用
　　パンクレスタイヤ

横浜ゴムグループの CSR

19  CSR への考え方／
　　CSR・環境経営推進体制
20  GRI ガイドライン
　　第 4 版への対応

横浜ゴムが取り組む7つの重点課題

22  目標と実績一覧
24  組織統治
25  人権
26  労働慣行
27  環境
28  公正な事業慣行
29  消費者課題
30  コミュニティへの参画
       及びコミュニティの発展

第三者意見／第三者意見をいただいて
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